
第６師団

師 団 長
統率方針

任
務
完
遂

陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和５年２月号

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
１
月
15
日
派
遣
海

賊
対
処
行
動
支
援
隊
（
第
19
次

要
員
）
出
国
行
事
を
神
町
駐
屯

地
体
育
館
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。

出
国
行
事
に
は
、
多
数
の
御

来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
方
面

総
監
部
幕
僚
長
、
派
遣
隊
員
の

ご
家
族
に
参
列
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

執
行
者
で
あ
る
鬼
頭
師
団
長

は
訓
示
に
お
い
て
派
遣
隊
員
に

対
し
「
任
務
完
遂
に
ま
い
進
せ

よ
」
「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
実
践
せ
よ
」
「
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
続
け
よ
」
の
３
点

を
要
望
し
「
派
遣
海
賊
対
処
行

動
支
援
隊
は
直
接
海
賊
に
対
処

す
る
護
衛
艦
・
哨
戒
機
部
隊
の

任
務
遂
行
を
支
援
し
、
国
際
社

会
の
安
定
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
任
務
を

完
遂
し
笑
顔
で
再
会
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
」
と
訓
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

派
遣
隊
員
1
人
ひ
と
り
が
決

意
表
明
し
、
最
後
に
派
遣
隊
員

を
代
表
し
警
衛
隊
長
で
あ
る
第

20
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
長
丸

山
３
佐
が
「
東
北
の
部
隊
ら
し

い
粘
り
強
さ
を
武
器
に
し
っ
か

り
と
任
務
を
完
遂
し
、
無
事
に

帰
国
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
き

ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。派

遣
隊
員
は
、
１
月
31
日
に

仙
台
空
港
か
ら
民
間
チ
ャ
ー
タ

ー
機
を
利
用
し
て
、
出
国
し
ま

し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
年
明
け
の
１
月
６

日
か
ら
各
部
隊
計
画
に
よ
り
、

年
頭
行
事
及
び
訓
練
始
め
を
実

施
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
令
和

５
年
の
隊
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

６
日
、
師
団
司
令
部
で
行
わ

れ
た
年
始
行
事
に
お
い
て
は
、

鬼
頭
師
団
長
を
は
じ
め
師
団
司

令
部
の
各
部
課
長
等
が
新
年
の

目
標
を
表
明
し
、
満
願
成
就
の

願
い
を
込
め
て
新
し
い
達
磨
に

目
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
訓
練
始
め
行
事

と
し
て
各
部
課
室
を
４
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
対
抗

に
よ
る
ス
キ
ー
リ
レ
ー
を
駐
屯

地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
走

者
も
応
援
に
も
力
が
入
り
白
熱

し
た
訓
練
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

第
６
師
団
は
、
今
年
も
鬼
頭
師

団
長
を
核
心
と
し
て
、
師
団
の

全
隊
員
が
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即

応
し
「
任
務
完
遂
」
し
て
い
き

ま
す
。 第

６
師
団(
師
団
長

鬼
頭
陸
将)

は
、
各
部
隊
計
画
に
よ
り

年
頭
行
事
及
び
訓
練
始
め
を
実
施
し
ま
し
た
。

師団司令部 部課室対抗リレー

奈良岡副師団長

鬼頭師団長

野村幕僚長

第６高射特科大隊
車両・器材点検

第２２即応機動連隊
ロープ橋訓練 第４４普通科連隊 駆け足

第２０普通科連隊
軽装甲機動車手押し競技

各部隊の
訓練始め

派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊

(

第
19
次
要
員
）
出
国
行
事

第
６
師
団

第６施設大隊 射撃訓練第６偵察隊 安全祈願第６特殊武器防護隊 駆け足第６情報隊 スキー機動訓練
第６後方支援連隊
達磨の目入れ

令
和
４
年
度

駐
屯
地
成
人
を
祝
う
会

第
６
師
団

第
６
師
団
は
、
各
駐
屯
地
に

お
い
て
、
成
人
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

神
町
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

奈
良
岡
陸
将
補
）
で
は
、
令
和

５
年
１
月
13
日
東
根
市
長
を
は

じ
め
各
協
力
団
体
の
方
々
、
御

家
族
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も
と

「
令
和
４
年
度
神
町
駐
屯
地
成

人
行
事
」
を
行
い
、
１
０
５
名

の
20
歳
を
祝
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
司
令
で
あ
る
奈
良
岡

陸
将
補
は
、
執
行
者
と
し
て
来

賓
の
方
々
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
隊
員
に
対
し
「
こ
れ

ま
で
過
ご
し
て
き
た
20
年
の
日

々
を
振
り
返
り
、
大
人
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
す
る
と
と
も
に

「
よ
き
大
人
・
よ
き
社
会
人
」

と
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ

か
ら
何
を
す
べ
き
か
を
真
剣
に

考
え
る
機
会
に
し
、
こ
れ
ま
で

深
い
愛
情
を
注
い
で
見
守
っ
て

く
れ
た
御
家
族
・
保
護
者
の
方

々
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
関

係
者
に
対
し
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
伝
え
て
も
ら
い
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

隊
員
代
表
、
第
６
特
殊
武
器

防
護
隊
の
菅
野
３
曹
は
「
誠
実

で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
挑
戦
す
る

気
概
を
持
ち
自
ら
の
職
務
に
一

路
ま
い
進
す
る
こ
と
誓
い
ま
す
。

」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。湯舟駐屯地司令

成人代表
３等陸曹 菅野 祥大
（第６特殊武器防護隊）

式辞を述べる奈良岡駐屯地司令

第１回公演 午前１０時３０分
第２回公演 午後 ２時３０分
令和５年２月２３日（木・祝）

天童市市民文化会館

令和５年４月中旬 一般開放
陸上自衛隊神町駐屯地

１
等
陸
士

角
田

大
和

陸
士
長

遠
藤

彩
華

小畑駐屯地司令

中本駐屯地司令

陸
士
長

安
藤

千
寛

訓示を述べる鬼頭師団長 派遣隊員代表挨拶 丸山３佐

陸
士
長

須
藤

優
樹


